
 

  

 

 

 

 

日本リメディアル教育学会，ニューズレターNo.79 をお届けいたし

ます。今回は， 

(1)第 11回全国大会開催報告 

(2)2015(平成 27)年度第 1回理事会開催報告 

(3)総会開催報告 

(4)2015(平成 27)年度第 2回理事会開催報告 

(5)新会長からの挨拶 

についてお知らせいたします。 

第 11 回全国大会開催報告 

第 11回全国大会は，2015年 8月 28日～30日の会期で北星学

園大学において開催されました。この場を借りて，素晴らしいキャン

パスを会場としてご提供くださった北星学園大学様に深く御礼申し

上げます。 

大会テーマを「リメディアル教育で培う主体的な学び」とし，日本

リメディアル教育学会会長と初年次教育学会会長による基調講演，

学会企画と実行委員会企画のシンポジウム 2件を実施しました。 

また，専門部会による企画として，3 件のラウンドテーブルと 1 件

のワークショップが行われました。全国大会の大きな柱である一般

発表にも，多くの会員から応募をいただき，審査の結果，52 件の口

頭発表と 12件のポスター発表がありました。 

発表会場の様子 

 

大会当日は，事前に参加を申し込んだ 118 名に加え，当日参加

された方が 65名おられ，賛助会員 40名，大学 e-ラーニング協議会

などの方々を加え，232 名の参加者を迎え，各会場で熱心な討論

が交わされました。 

大会２日目終了後には，学内の大学会館で情報交換会があり，

リメディアル教育に関心を持つ 95 名が会場に集いました。大会に

出席した会員に加え，展示企業からも大勢ご参加いただき，相互

の懇親を深める機会となりました。 

最後に，本大会の開催にご協力くださいました多くの方々に御礼

申し上げます。 

 

2015(平成 27)年度第 1 回理事会開催報告 

8月 28日に 2015(平成 27)年度第 1回理事会が，北星学園大学

C館 7階 705教室で開催されました。 

理事会では，学会の運営状況に関する事項について審議・報告

が行われました。議事の概要を以下に示します。 

【審議事項】 

1．会長・業務執行理事の業務報告 

会長，編集委員長，全国大会企画委員長から前回の理事会

以降の業務について報告がありました。 

2．2014年度事業報告(案)，2015年度事業計画(案)  

会長から，事業報告と事業計画について，別紙のように報告

され，審議の結果，承認されました。 

3．2014年度決算(案)，2015年度予算(案)  

会長から，決算と予算について，別紙のように報告され，審議

の結果，承認されました。 

4．役員候補者選出選挙の結果 

会長から，役員候補者選出選挙結果について全員が信任さ

れたことが報告され，審議の結果，承認されました。  

5．会則の細則(案)  

会長から会則を補足する細則案が提案され，審議の結果，一

部の項目について修正したものを，学会ホームページに公開す

ることとしました。 
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6．2015(平成 27)年度定期総会次第(案)  

会長から定期総会の次第が提案され，審議の結果，一部改

訂し，8月 29日の総会での次第とすることとしました。 

7．全国大会企画委員会 

小松川全国大会企画委員長から，来年度の全国大会の会場

校が，大阪国際大学に決定したことが報告されました。さらに，

第12回全国大会実行委員長を矢島理事に依頼することとなりま

した。 

日程を 8 月下旬とし，日程の重複を避けるため，他学会の全

国大会の日程に関する情報提供が依頼されました。 

8.編集委員会 

会誌の発行について，電子ジャーナル化を進め，電子版と冊

子版の併用により，電子版で速報性を向上させる一方，冊子版

を年 1回の発行にまとめる計画が報告されました。電子ジャーナ

ルのプラットフォームとして検討している J-Stage について，御園

理事から紹介がありました。 

9．その他 

その他の事項として，全国大会参加費のクレジットカード支払

いに関する確認，支部会や専門部会の活動休止や廃止の手続

きについて今後検討することが審議されました。 

【報告事項】 

1．英語部会からの提案企画 

大学英語教育学会（JACET）のオーラル・コミュニケーション研

究会（OC研）主催の 2015年度第 20回オーラル・コミュニケーシ

ョン・フェスティバル（2015 年 12 月 12 日（土）午後，南山大学名

古屋キャンパス）部分のみを英語部会と共催することが報告さ

れました。 

2．支部大会開催予定 

関東・甲信支部会と中国・四国支部会から，支部大会を開催

する予定であることが報告されました。 

3.その他 

 

総会開催報告 

総会では，以下の点について，それぞれ報告または審議が行わ

れました。 

 

 

 

 

 

 

【報告事項】 

1．2014(平成 26)年度事業報告 

資料に従い，2014年度の事業について報告されました。 

2．役員候補者選出選挙結果 

役員候補者選出選挙の結果について，全員が役員候補者と

して信任されたことが報告されました。 

【審議事項】 

1．役員の選任 

選挙により信任された役員候補者を役員に選任することが，

総会出席者により承認されました。 

2．2014(平成 26)年度予算修正 

資料に従い，ニューズレターNo.69 に示した 2014 年度の予算

修正について説明され，総会出席者により承認されました。 

3．2014(平成 26)年度決算 

資料に従い，2014 年度の決算について説明され，総会出席

者により承認されました。 

4．2015(平成 27)年度事業計画・収支予算 

資料に従い，2015 年度の事業計画と予算について説明され，

総会出席者により承認されました。 

5．その他 

学会誌の発行について，今後の方針が説明されました。 

 

2015(平成 27)年度第 2 回理事会開催報告 

8月 30日に 2015(平成 27)年度第 2回理事会が，北星学園大学

C館 7階 705教室で開催されました。 

理事会では，学会の運営状況に関する事項について審議・報告

が行われました。議事の概要を以下に示します。 

【審議事項】 

1．会長・業務執行理事について 

会長，全国大会企画委員会委員長，編集委員会委員長につ

いて，それぞれ寺田 貢 理事，小松川 浩 理事，長尾 佳代子 

理事が選出されました。将来構想検討委員会委員と事務局長

は未定，国際交流委員会委員長は前の期に続き，定めないこ

ととなりました。 

また，各委員長の任期についても考慮し，特定の個人が，負 

 



 

 

 

 

 

 

担の大きな役割を長期間担当することのないように配慮するこ

とが確認されました。 

2．役割担当の割り当てについて 

学会の運営に対して必要な業務について，以下のように割を

分担することになりました。 

会計：たなか よしこ 会員，河住 有希子 理事， 

長森 ゆかり さん 

    書記：鈴木 政浩 理事，石毛 弓 理事 

ニューズレター：大野 早苗 理事 

広報・HP：野崎 浩成 理事 

会誌バックナンバ保管・発送：長尾 佳代子 理事 

役員選挙担当：浅野 享三 理事 

これ以外の役割については，今後決定することとし，理事の

皆さんの積極的な関与が期待されます。 

3．支部長・部会長について 

支部会の支部長および専門部会の部会長を，それぞれの支

部会および専門部会に属する理事が，適切な方法によって選

出し，1か月以内に会長に報告することとしました。 

4．その他 

御園理事からから，会誌の編集作業を効率化するため，投

稿・査読システムを導入することが提案され，審議の結果，承

認されました。  

小松川全国大会企画委員会委員長から，第 11 回全国大会

の日程について，会期の重複を避けるため，他学会の全国大

会の日程に関する情報提供が依頼されました。 

8 月 29 日の総会で，会員から質問された事項，1)全国大会

の開催時期，2)第 11 回全国大会の発表申込みの注意事項の

記述，3)会誌および予稿集の書式について確認し対応につい

て検討しました。 

【報告事項】 

1．その他 

 

総会での指摘事項と対応 

総会では，以下の点について，出席者から質問されました。そ

れぞれについて，第 2回理事会で対応について検討しました。 

 

 

 

 

 

 

(1)第 11回全国大会の発表の申込みの注意事項について 

 発表申し込みの注意事項の「2.3 発表に関する注意」に，「１．

発表を申し込む際，発表の題，内容に特定の企業名，製品名

などが含まれるものは受け付けません。また，予稿に特定の企

業名，製品名などを記載することも認めません。ただし，当日，

ポスター発表に限り，ポスターの中および配付資料に，今大会

に出展する企業名，製品名を入れることは妨げません。出展企

業については，発表者が，直接，企業にご確認ください。なお，

口頭発表では，発表中に，特定の企業名，製品名に触れること

はできません。」という記述があったにもかかわらず，実際に発

行された予稿集には，企業名・製品名が明記されている予稿が

あると，指摘されました。 

 「発表に関する注意」は，予稿の内容が「特定の企業や製品

の宣伝にならないように」という意図に基づくものでしたが，表

現が適切でなかったと考えられます。 

 予稿集を確認したところ，予稿の本文に企業名・製品名が書

かれていても，その企業や製品を直接的に宣伝している記述

は見られませんでした。 

実際には，「宣伝しているか」，「宣伝していないか」を判別す

るのが困難なことが生じる場合も考えられ，企業名・製品名を

予稿には記載しないことにすれば，宣伝になることはないという

観点で前述の注意事項が作成されたと考えられます。 

理事会では，今後，題目には企業名・製品名を出すのは避

け，本文中では宣伝にならない範囲では許容するという方向性

が確認されました。来年度の全国大会での発表の案内では，こ

のような表記とすることとしました。 

 

(2)大会の時期 

全国大会の会期が他学会の大会と重なっているため，参加

者数が減少する原因になり，参加費収入の減少，さらには収支

の悪化につながるとの指摘がありました。 

これを受けて，第 2 回理事会で，全国大会企画委員会委員

長から，理事に来年度の他学会の大会予定の調査を依頼され

ました。これにより，関係する主要な学会との会期の重複を避

ける対応策になるものと考えられます。 

 

 



 

 

 

 

 

 

(3)会誌・予稿集の書式 

会誌・予稿集の書式について，現行の 2 段組みや参考文献の参

照の記法について，質問がありました。 

第 2 回理事会で，会誌・予稿集の書式は過去の学会の中でも議

論・検討されており，その結果として現行の記法になっているため，

すぐに変更することはないものの，現行の書式は非常に細かい指

定が多く，簡素化を検討することは必要であるので，編集委員会で

検討を開始することとなりました。 

 

新会長からの挨拶 

2015年 8月 30日に開催された 2015(平成 27)年度第 2回理事会

において日本リメディアル教育学会会長を拝命した福岡大学の寺

田です。 

会誌「リメディアル教育研究」第 9 巻第 1 号の巻頭言に示す通り，

1期 2年間を期限として会長を引き受けました。本来 2期目の会長

は引き受けないつもりでおりましたが，理事の皆さんのご意見によ

り，さらに 2年間の任期を仰せつかりました。これは現時点では学 

 

 

 

 

 

会の組織が十分に整備されていないことを理事の皆さんが認識し，

2 年間で学会の基盤を固めよという意向と考えております。理事の

皆さんも，十分な覚悟をもって，真剣に学会の発展のために力を尽

くしてくださるものと信じております。 

会員の皆さんにも，さらなるご理解とご協力をお願いする次第で

す。 

(日本リメディアル教育学会会長  寺田 貢) 

 

会誌への論文等の投稿について 

会誌『リメディアル教育研究』では，リメディアル教育に関する研究，

教材や教授法の開発と評価，実践の報告などについての原稿を募

集します。 投稿は本会の会員が筆頭者であるものに限ります(編

集委員会が特に認めた場合は，非会員からの論文等を掲載するこ

ともあります)。 掲載の採否は，査読審査を経たのち，編集委員会

において決定します。原稿料の支払い，掲載料の徴収はいたしま

せん。 
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